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星形成過程を理解するためには，星形成の母体である 1万 au程度の分子雲コアから∼ 100 auの円盤までの幅広
い空間スケールに渡るガスの力学構造を解き明かす必要がある。そこで我々は，これまでにALMAを用いて 100
auスケールの観測が行われたいくつかの原始星を対象に，ACA及び IRAM 30 m望遠鏡を用いた∼ 0.1 pc×0.1 pc
の領域をカバーする C18O 2–1輝線のマッピング観測を行った。本講演では，そのうち原始星 L1489 IRSに対し
て得られた観測結果を報告する。
観測の結果，差し渡しおよそ 1万 auに渡って円盤の回転とおよそ同じ方向に回転によると思われる速度勾配が

見られた。見られた速度勾配は中心星付近で大きく，外側で小さいという特徴を示した。さらに，速度分散マッ
プでは，中心星付近の半径∼2,000–3,000 auで比較的大きな速度分散の値（& 0.4 km s−1）を示す構造が見られ
た。このことは，中心星周囲 r ∼2,000–3,000 auにおいてのみガスの運動が活発であることを示唆している。こ
れらの観測結果と降着エンベロープモデルの比較を行ったところ，エンベロープガスの落下速度は中心星質量か
ら見積もられる自由落下速度のおよそ 0.2倍程度であることが示唆された。本講演では，これらの結果を示すと
ともにその解釈と議論を行う。


